
株主・投資家の皆様とともに

毎年開催する株主総会を、当社の経営に関する重要事項について、株主の

皆様に決議いただくとともに株主の皆様と当社経営陣が直接対話させてい

ただく貴重な場と考えています。そのため、株主総会の開催にあたっては、

株主の方々が出席しやすいよう、株主総会集中日を避けて日程を設定して

います。また、株主総会召集通知は、株主の方々が事前に十分に総会議案

を検討できるよう、2007年度は法定期限より早期の開催約 3週間前に

発送いたしました。

当社では国内外を問わず、経営トップ自らが株主や投資家・アナリストとのコミュニケーションに努めており、その対話の中からい

ただいたさまざまなご意見を、グループの経営に活かしています。国内では機関投資家やアナリスト向けの決算説明会や個別取材

にもトップ自らが対応し、正確な経営情報の伝達に努めています。また、2007年度は、欧州・北米・アジア地区を中心に投資家

を訪問し、事業戦略等の説明やそれに対する意見交換等、積極的なコミュニケーション活動を図っています。

当社は利益配分に関して、「安定した収益力の維持とさらなる成長によって企業価値の向上を図り、配当などを通して株主の皆様の

期待に応えること」を基本方針としています。一方で「成長分野への投資や新規事業開発等に備えるため、内部留保の充実を図る

ことも重要である」と考え、株主資本配当率（ROE）と配当性向を乗じた株主資本配当率（DOE）を株主還元の指標としています。

以上の基本方針のもと、株主配当につきましては収益構造の強化および成長に向けた戦略的な事業投資を行ないながら、引き続

き株主資本の効率的な運用に努めます。

株式投資対象を選定する上で、企業の経済的側面だけでなく、社会的責任

の視点を加味する「社会的責任投資（SRI）」の気運が高まっています。

当社株式は、朝日ライフSRI 社会貢献ファンド「あすのはね」などの SRI

ファンドや「野村レインボーファンド（地球環境ファンド）」などのエコファン

ドへ組み入れられた実績があります。

SRI（社会的責任投資）・エコファンドへの組み入れ

バランスに配慮した利益配分を行ないます

株主総会

経営トップ自らが経営情報の伝達に努めています
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アサヒプリテックグループ一覧
アサヒプリテックグループは、アサヒプリテック（株）、関係会社 8 社（国内 5 社・海外 3 社）より構成されています。

アサヒプリテック株式会社

	1.	さまざまな事業分野から排出される各種産業廃棄物を効率的に選別･破砕し適正処理します。

	2.	半導体製造装置･各種研究設備に付着する有害廃棄物を洗浄 ･適正処理します。

株式会社三商
  環境保全事業

	1.	半導体･電子部品メーカーなどから排出される産業廃棄物を、生物処理による独自の無害化技術で適正処理します。

	2.	各種食品製造業から排出される食品関係の有機性廃液･汚泥や外食産業等のグリストラップ、厨房廃水槽･浄化槽の	

	 	 清掃に伴い発生する汚泥を微生物処理し、脱水･減量化します。

	3.	2 の脱水･減量化した汚泥を発酵堆肥化し、協力農家で再利用に取り組んでいただいています。

	4.	その他排水処理設備の清掃などをしています。

日本ケミテック株式会社

  環境保全事業

	1.	電子部品メーカー等から排出される廃油･廃液の焼却･適正処理を行なっています。

	2.	病院等からの医療系感染性廃棄物の焼却･適正処理を行なっています。

	3.	写真感材分野からの銀のリサイクルおよび廃液処理を行なっています。

株式会社太陽化学

  環境保全事業

株式会社塩入建材

  建築工事業

河川･道路 ･橋梁･トンネル等の土木工事･上下水道工事および建築物解体工事の請負事業を行なっています。

  環境保全事業

特定建設資材廃棄物として指定されているコンクリート塊、建築廃木材･掘削残土等を再資源化しています。

株式会社イヨテック

  労働者派遣事業

化学･機械分野の工場を中心に人材を派遣しています。

ASAHI G&S SDN. BHD. （マレーシア）

  貴金属リサイクル事業

電子部品メーカーおよび現地の宝飾メーカー等から貴金属を回収し現地工場でリサイクルを行なっています。

上海朝日浦力環境科技有限公司
  貴金属リサイクル事業

中国への進出が相次ぐ日系 ITメーカーを中心に、貴金属を回収し現地工場でリサイクルを行なっています。

韓国アサヒプリテック株式会社

  貴金属リサイクル事業

韓国電子部品メーカーから貴金属を回収しリサイクルを行なっています。
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